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平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果からみる

学力の傾向と対策について

海陽町教育委員会

１．はじめに

この資料は、平成３１年４月に小学校６年生及び中学校３年生を対象に実施された全国

学力・学習状況調査結果の分析をもとに、海陽町の子どもたちの学力の傾向についてまと

めたものです。海陽町教育委員会では、本調査の結果から、教育施策の成果と課題を検証

し、具体的な施策に反映していきます。

※本町では、学力調査の数値結果や個々の学校名の公表は行っておりません。

２．調査の概要

（１）実施日 平成３１年４月１８日（木）

（２）調査方式 悉皆調査

（３）調査対象 小学校第６学年の児童、中学校第３学年の生徒

（４）調査内容

ア．教科（国語、算数・数学、英語）に関する調査

小学校調査は国語及び算数、中学校調査は国語、数学及び英語とし、それぞれ、

「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』に関する問題」を一体

的に出題。英語においては、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」

に関する問題を出題。

イ．質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する内容

３．小学校

（１）学力調査結果から

ア． 国語では、「図表やグラフなどを用いた目的を捉える」や「目的に応じて、

質問を工夫する」の問いは、比較的できているが、「学年別漢字配当表に示さ

れている漢字を文の中で正しく使う」の問いには課題がある。

イ． 算数では、「示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関し

て成り立つ性質を記述できる」の問いは、比較的できているが、「加法と除法

の混合した整数と小数の計算をすることができる」の問いには課題がある。

（２）児童質問紙の結果から
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ア．満足できると思われる回答があった質問

○自分にはよいところがある。

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだ。

○地域の行事に参加している。

○日本や自分が住んでいる地域のことを外国の人にもっと知ってもらいたい。

○読書が好きである。

○新聞を毎日読んでいる

○授業でコンピューターなどの ICTをよく使っている。

○授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる。

○自分の考えを発表するとき、自分の考えが伝わるように資料や文章、話の組み

立てなどを工夫して発表している。

イ．課題があると思われる回答があった質問

○家庭学習時間を１時間以上している。

○自分で計画を立てて家庭学習をしている。

４．中学校

（１）学力調査結果から

ア． 国語では、「文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考え

をもつ」や「文章の構成や展開，表現の仕方について、根拠を明確にして自

分の考えをもつ」の問いは、比較的できているが、「書いた文章を読み返し、

論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討する」や「伝えたい事柄につ

いて、根拠を明確にして書く」の問いには課題がある。

イ． 数学では、「数の集合と四則計算の可能性について理解している」、「平行

移動の意味を理解している」、「グラフ上の点Ｐの y 座標と点Ｑの y 座標の

差を、事象に即して解釈することができる」、「総合的・発展的に考察し、

得られた数学的な結果を事象に即して解釈することができる」の問いは、比

較的できているが、「与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉

えることができる」や「事柄が成り立つ理由を説明することができる」の問

いには課題がある。

ウ． 英語では、「教室英語を理解して，情報を正確に聞き取ることができる」、

「聞いて把握した内容について、適切に応じることができる」、「日常的な

話題について、簡単な語句や文で書かれたものの内容を、正確に読み取るこ

とができる」「文の中で適切に接続詞を用いることができる」「一般動詞の

２人称単数現在時制の疑問文を正確に書くことができる」の問いは、比較的
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できているが、「日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができ

る」や「まとまりのある文章を読んで，説明文の大切な部分を理解すること

ができる」の問いには課題がある。

（２）生徒質問紙の結果から

ア． 満足できると思われる回答があった質問

○自分にはよいところがある。

○将来の夢や目標を持っている。

○学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかった

ことがある。

○日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知っても

らいたい。

○地域の行事に参加している。

○将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思う。

○新聞を毎日読んでいる。

○部活動に参加している。

イ． 課題があると思われる回答があった質問

○難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。

○人が困っているときは、進んで助けている。

○家庭学習時間を２時間以上している。

○自分で計画を立てて家庭学習をしている。

５．クロス集計の結果から （教科に関する調査と質問紙調査の相関関係を調べたも

ので、結果が小・中学校共通の項目を掲載 ）

（１）基本的な生活習慣に関する事項

ア．朝食を毎日食べている者は、正答率が高い傾向にある。

イ．毎日同じ時間に起きている者は、正答率が高い傾向にある。

（２）規範意識や自尊感情に関する事項

ア．先生が、よいところを認めてくれると正答率が高い傾向にある。

（３）学習習慣に関する事項

ア．家で自分で計画を立てて勉強をしている者は、正答率が高い傾向にある。

イ．家庭学習時間が長い者は、正答率が高い傾向にある。

（４）学習面での先生との関わりに関する事項

ア．先生が、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、

分かるまで教えてくれると正答率が高い傾向にある。
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（５）学習に関する関心・意欲・態度に関する事項

ア．国語・数学（算数）・英語、それぞれを好きだと思う者は、正答率が高い傾

向にある。

イ．課題解決に向けて、自分で考え、進んで取り組んでいる者は、正答率が高い

傾向にある。

ウ．自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習

活動に取り組んでいる者は、正答率が高い傾向にある。

エ．自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組立てなどを工夫して発表している者は、正答率が高い傾向にある。

オ．学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかった

ことがある者は、正答率が高い傾向にある。

６．今後の取り組みについて

（１）教育環境の整備と拡充

ア．個に応じたきめ細かな指導のための町費教員の配置

イ．グローバル教育の推進と充実に向けて英語推進員やＡＬＴの配置

ウ．特別な配慮を必要とする子どもへのサポート体制や教育相談体制の充実

エ．ＩＣＴ機器やＡＩ教材を使った授業展開のためのＩＣＴ機器の整備

（２）教員の指導力向上と授業改善

ア．子どもたちが主体的に学べる授業づくり

イ．主体的、対話的な学習活動の充実

ウ．県や関係機関主催研修の積極的活用

エ．町内校長会を通して最新の教育情報の提供

（３）小中の連携強化

ア．９年間の学びの連続性を大切にした一貫性のある教育の推進

イ．望ましい学級集団・学年集団・学校集団の育成のための支援

（４）家庭や地域との連携強化

ア．コミュニティ・スクールを生かした体験的・課題解決的な学習の充実

イ．町や各種機関が実施している地域学習への参加

ウ．規則正しい生活習慣の定着ための家庭への情報発信


